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私の通知表 
 

校長  北村  宏 

 

１０月１１日（金）は前期終業式でした。４月からの学校生活で、授業をはじめ運動会などの行事や校外学習など、さま

ざまな活動の中で、子どもたちは、学び、日々成長をしています。 

終業式の後、通知表が子どもたちに渡されました。通知表は、おうちの方だけでなく、子どもたち自身にも成長を知ら

せるもので、次の成長を促すためのツールでもあります。ついついあまりよくできなかったところに目がいきがちです。ま

た体格やテストの結果など目に見えやすく自覚しやすい成長もあれば、人との関わり方や自分の気持ちのコントロール

など気づきにくい成長もあります。「図形の勉強は面白かった」「走るのは苦手だけど自己ベストだった」「当番や委員会

などをしっかりできた」「友達となかよく過ごせた」など、前期のようすをお子

さんと振り返り、ぜひ成長を共有してあげてください。 

私にも通知表があります。目指す子どもの姿「明るくたくましい結の子」にど

れだけ近づけたか、児童、保護者、職員へのアンケートや諸調査等の結果か

ら、学校の取組の効果が上がっているのか分析し、検討する『学校評価』で

す。（詳細は次のページから） 

その児童アンケートで特に気になっている項目があります。「学校生活は楽

しい」、「自分にはよいところがある」の２つです。結小学校が子どもたちにと

って生き生き楽しく学べる場でありたい、そして子どもたちにたくましさを培う

ための基盤は正しい自尊感情・自己肯定感であると考えているからです。 

７月のアンケート結果はそれぞれ９２％、８９％。ほんのわずかですがこの３

年間で一番良い結果となりました。関わり合いを取り入れた授業やピアサポ

ートプログラムに取り組んできた成果と考えています。しかし全校で５０名を超

える子どもたちは、そう思わない、あまりそう思わないと答えており、一人一人

を丁寧に見取り、支援することが、後期の課題と感じています。 

いよいよ後期が始まりました。子どもたちには、通知表から前期を振り返り、

成長のステップにしてほしいと思います。私も（結小学校も）子どもたちと共に

成長していきたいと思います。 

  

学校だより 人・地域・学校を結ぶ 

む す ぶ 
新潟市立結小学校 

令和６年 10月 17日号 「立志」を育み「気概」を養う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終業式の話 

「校長先生の通知表」より 



前期学校評価の結果 

 結小学校では、「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」「特別支援教育の充実」を目指して、学校評価を行っており

ます。前期の児童アンケートの結果から、それぞれの取り組みの成果をと課題を分析をし、後期の教育活動に生かしてい

きます。 

児童アンケート  
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①そう思う ②だいたいそう思う ③あまりそう思わない ④そう思わない

１ 授業がよく分かる。 

２ 授業で、自分の考えを進んで伝えている。 

３ 授業で、ペアやグループで話し合う活動が
好きだ。 

４ 友だちとかかわると、勉強が「分かった」
「できた」などと思う。 

５ （学年×１０分）の家庭学習をしている。 

６ 学校生活が楽しい。 

７ やっていることを先生や友だちにみとめら
れてうれしいと感じることがある。 

８ 自分にはよいところがある。 

10 ピア・サポートタイムでやったことをふだん
の生活にも生かしている。 

11 体育の授業で、進んで運動している。 

12 運動するのが好きだ。 

13 早ね・早起きをしている。 

確かな学力 

児童アンケートの結果より 91％の子どもが、「４友達とかかわることで、勉強がよりわかるようになる」と感

じていることがわかります。授業では、交流やグループ活動の時間を意図的に設定することで、友達の考えに耳

を傾けながら、考えを深めています。今後も、子どもたちに「かかわり」の良さを自覚させ、積極的に友達とかか

わりながら学習する機会を意図的に設けていきます。 

 

豊かな心 

児童アンケートの結果より 89％の子どもが「８自分によいところがある」と感じています。また、アセスでは、

70％以上の子どもが「友達と友好な関係を築けている」と回答しています。これは、友達や教師とのかかわり合

いの中で、お互いに称賛し合うことが身に付いてきている成果です。今後も、ピア・サポート活動を充実させ、

よりよいかかわりができるよう、全職員で継続して取り組んでいきます。 



 

 

 

 

保護者アンケート 
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１ お子さんは，学習したことが身について
いる。 

２ お子さんは、進んで人とかかわり、考えを
深めている。 

３ お子さんは、家族や地域の方々に、気持ち
よくあいさつができる。 

 
４ お子さんは、人とのかかわりから、自分や
友達の良さに気づいている。 

 
５ お子さんは、よく体を動かして遊んだり、運
動したりしている。 

６ お子さんは、自分の健康を自分で守ろうと
している。 

７ 学校は、人と関わる力を高め、学級や縦割り班で協力することの
大切さを学ぶことができる教育活動を行っている。 

 
８ 学校は、保護者の連絡や相談に対して適
切に対応している。 

９ 学校は、一人一人に必要な支援を心掛け
ている。 

 

健やかな体 

 児童アンケートの結果から、90％以上の子どもが「11進んで運動している」「12運動することが好きだ」と感

じています。これは、体育の授業で様々な運動を取り入れていることや休み時間に思い切り体を動かせる場を設

定していることによるものだと考えます。また、「早寝・早起き」に関しては、80％以上の子どもが、できたと感

じています。チャレンジ週間での振り返りを生かして、生活習慣の改善を図っていきます。 

 

特別支援教育の充実 

全ての教室で教室環境の整備を行っています。壁面の掲示物を最小限にして集中できる環境にしたり、1 日の

見通しを示して安心して学校生活が送れるようにしたりしています。また、個別の支援計画を作成し、その子に

応じた授業や支援を行っています。その成果として、児童アンケートでは、92％以上の子どもが「１授業がよく

わかる」と答えています。今後も全学級で、安心できる環境作りと個に応じた支援を進めていきます。 

 

 保護者アンケートでは、9 項目中７項目で 80％を超える肯定的評価でした。特に「７学校は人とかわかる力

を高め～」では、99％と高い評価を得ています。この「かかわり」を大切にした教育活動は、学校全体で取り

組んでいることです。今後も、互いを認め合い、自信をもって成長していけるよう、支援していきます。 

 一方、「３あいさつ」や「６自分の健康を守る」は肯定的評価が 70％台と、まだ課題があるようです。ピア・

サポートやチャレンジ週間での活動を充実させ、家庭と連携を図りながらこれらの力を育んでいきます。 

 また、自由記述では、学習活動や PTA 活動、学校行事などに多くのご意見をいただきました。学習活動で

は、「きめ細やかな指導」や「体験的な活動」を望む声がありました。PTA 活動では、久しぶりに集まって親

子で活動できたことに楽しさを感じている意見が多かったです。学校行事に関しては、「学習の成果を発表する

機会」についてのご意見が寄せられました。これらの意見を参考にしながら、当校の教育活動を見直し、より

よい結小学校になるよう、職員一同、努めて参ります。保護者の皆様、貴重なご意見をありがとございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GIGA スクールの推進 

GIGA スクール４年目。新潟市では基礎的・基本的な内容の定着を図るための学習を効果的・効率的にしたり、より創造的

な課題に取り組んだりすることに iPadを積極的に活用しています。当校では、年度初めに「GIGA宣言」や「結小の iPadの

利用のきまり」を使って、iPad を使用する際には約束を守ることが大切であるということを改めて確認し、使用しています。現

在では、「ロイロノート」というアプリケーションを中心に、課題を提出したり、調べたことを発表スライドにまとめたりするなど、

様々な活動の中で自ら有効的な使い方を見付け、iPadを文房具と同じ一つのツールとして使用している子どもたちの様子が

多く見られています。 


